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新鮮野菜の地産地消で、心も体も健康に

援農ボランティア
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市民インタビュー26

市
農
業
の
サ
ポ
ー
タ
ー

新
鮮
野
菜
の
地
産
地
消
で
、
心
も
体
も
健
康
に　

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

「
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
は
、
農
家
と
と
も
に
農
産
物
の
生
産
を
手
伝
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
農
家
の
忙
し
い
時
期
な
ど
に
、
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
市
内

農
家
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
農
業
を
応
援
す
る
「
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の

皆
さ
ん
と
受
け
入
れ
農
家
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
経
済

委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

荒
木　

澄
さ
ん
（
80
）
宮
川
農
園
援
農

　

高
校
ま
で

北
海
道
の
農

家
で
育
ち
ま

し
た
。
ス
ー

パ
ー
に
30

年

勤
め
、
５
年
前
に
定
年
、
援
農
６
年
目
。

種
ま
き
、
鎌
で
の
稲
刈
り
な
ど
、
ふ
る

さ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
別
分
野

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
て
い
ま
す
。

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

参
加
の
き
っ
か
け
は
？

宮
川　

修
さ
ん
（
73
）
受
け
入
れ
農
家　

　

勤
め
を
や

め
、
農
業
を

継
い
で
30

年
。

今
は
息
子
が

引
き
継
ぎ
私

は
手
伝
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
人
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
米
、
野
菜
な
ど
20

種
の
多
品
種
栽
培
で
毎
日
誰
か
に
来
て

い
た
だ
き
、
稲
刈
り
等
は
全
員
集
合
で

行
い
ま
す
。
主
に
４
〜
11

月
の
午
前
中

に
作
業
。
年
金
支
給
日
に
は
、
金
融
機

関
の
来
店
者
サ
ー
ビ
ス
配
布
用
の
野
菜

を
１
０
０
０
袋
作
り
ま
す
。

川
杉
一
夫
さ
ん
（
73
）
宮
川
農
園
援
農

　

62

歳
で
海

外
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
業

務
を
リ
タ
イ

ヤ
。
バ
イ
ク

の
免
許
を
取
っ
て
走
り
回
っ
て
い
た
が
、

宮
川
さ
ん
宅
に
遊
び
に
行
き
、
押
し
か

け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
９
年
。
時
間
つ
ぶ
し

で
始
め
た
が
、
日
々
い
ろ
い
ろ
な
体
験

で
興
味
津
々
で
す
。

【表紙の写真】

（令和２年10月撮影）

宮川農園とボランティアの皆さん

全員集合で稲刈り

※写真撮影時のみ、マスクをはずしています。

都

▲イチゴの無駄葉をつみ、害虫対策（中野農園・10月）

イチゴの収穫（12月） ▼

▲収穫したネギなどで 1000袋作る

　宮川農園（８月）



ぎかいのトビラ（令和3.2.1）3

中
野
峰
雄
さ
ん
（
68
）
受
け
入
れ
農
家

　

会
社
員
か

ら
家
業
に
転

じ
て
34

年
。

相
続
税
納
税

猶
予
制
度
は

自
身
の
耕
作
が
必
要
。
幸
い
長
女
夫
婦

が
継
い
で
く
れ
た
。
援
農
も
５
人
で
農

学
部
の
学
生
も
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
の
ハ

ウ
ス
栽
培
を
中
心
に
、
多
品
種
栽
培
で

地
場
産
品
と
し
て
生
協
や
直
売
所
に
納

入
。
休
日
が
ほ
し
い
で
す
。

庄
司
修
身
さ
ん
（
82
）
中
野
農
園
援
農

　

技
術
系
の

仕
事
で
海
外

に
も
出
た
。

定
年
後
、
風

の
強
い
寒
い

日
に
、
中
野
さ
ん
が
ネ
ギ
を
収
穫
し
て

い
る
の
を
見
か
け
て
大
変
だ
な
と
思
っ

た
。
広
報
は
む
ら
の
援
農
募
集
記
事
を

見
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
土
曜
日
が

全
員
集
合
の
作
業
日
で
イ
チ
ゴ
、
ト
マ

ト
な
ど
の
手
入
れ
を
す
る
。
月
３
回
ほ

ど
で
12

年
活
動
。
減
農
薬
栽
培
も
知
り
、

家
庭
菜
園
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

酒
井　

正
さ
ん
（
68
）
中
野
農
園
援
農

　

63

歳
で
退

職
。
３
年
ほ

ど
家
で
ボ
ー

っ
と
し
て
い

た
が
、
こ
れ

じ
ゃ
い
か
ん
と
。
月
２
回
ほ
ど
、
農
作

業
で
季
節
を
感
じ
、
土
に
触
れ
て
ス
ト

レ
ス
発
散
。
草
む
し
り
で
畔
が
き
れ
い

に
な
る
の
も
気
持
ち
が
い
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
も
あ
り
安
心
で
す
。

楽
し
さ
、
大
変
さ
、
得
ら
れ
る
も
の
は

荒
木　

行
く
た
び
に
作
業
が
違
う
が
、

そ
れ
も
楽
し
み
。
知
人
に
も
声
を
か
け

て
い
ま
す
。
自
分
で
も
土
地
を
借
り
て

野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
が
、
葉
は
虫
に

食
わ
れ
、
レ
ー
ス
の
よ
う
に
穴
だ
ら
け
。

農
業
は
奥
が
深
い
な
ぁ
。

川
杉　

野
菜
の
成
長
の
達
成
感
で
よ
く

眠
れ
る
。
お
土
産
の
野
菜
に
妻
は
大
喜

び
だ
し
（
笑
）
。
日
本
の
食
料
自
給
率

な
ど
も
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
終
了
後
の
茶
飲
み
話
も
楽
し
い
。

若
い
方
の
参
加
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
…

（
笑
）
。

酒
井　

除
草
や
片
付
け
、
特
に
中
腰
作

業
は
10

分
や
っ
た
だ
け
で
も
辛
い
が
、

世
話
を
し
た
所
に
目
が
行
き
、
成
長
が

嬉
し
い
で
す
。
自
分
の
生
産
野
菜
だ
か

ら
何
よ
り
安
全
で
す
。

宮
川　

秋
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
農

家
・
農
業
委
員
会
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交

流
会
を
行
い
ま
す
。
故
郷
の
話
や
、
隠

岐
の
島
出
身
者
が
地
酒
を
差
し
入
れ
る

な
ど
、
仲
間
意
識
が
生
ま
れ
る
。
都
市

農
業
は
斜
陽
産
業
だ
が
、
欠
か
せ
な
い

仕
事
、
援
農
制
度
は
そ
れ
を
知
る
い
い

インタビューを終えて

　援農ボランティアの皆さん、明るくお元気。

　自然相手の農作業と地産地消の健康食の

賜物だろう。共同作業で、仲間意識も高ま

るそうだ。

　国分寺市には援農者を育てる市民農業大

学もあるという。ボランティア活動が、都

市農業継続の支えであることを実感した。

*　*　*　*　*　*

　お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。

機
会
。
コ
ロ
ナ
禍
で
給
食
用
出
荷
は
減

っ
た
が
、
直
売
所
や
市
役
所
で
の
臨
時

直
売
が
大
盛
況
。
助
か
り
ま
し
た
。

援
農
の
希
望
者
大
歓
迎

庄
司　

機
械
は
耕
す
だ
け
。
栽
培
は
人

だ
と
実
感
す
る
。
朝
起
き
て
今
日
は
ど

う
し
よ
う
か
な
あ
？
の
人
に
声
を
掛
け

た
ら
い
い
。
楽
な
仕
事
で
は
な
い
が
…

喜
び
も
大
き
い
、
と
。

中
野　

援
農
は
随
時
募
集
中
。
農
ウ
ォ

ー
ク
参
加
者
に
も
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
Ｐ

Ｒ
。
今
は
決
ま
っ
た
農
家
に
行
く
が
、

農
家
・
援
農
者
が
登
録
し
て
、
必
要
な

所
で
活
動
す
る
よ
う
調
整
す
る
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
塾
」
は
ど
う

か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

援農ボランティア制度

　都市農業継続のため、1996年に東京都

が援農ボランティア養成事業を開始。

　羽村市では、農業委員会が運営し、現

在８農家にボランティア37人が登録して

いる。双方が面接をして、活動可能日

数、米や野菜、花等の活動希望を聞いて

調整。家庭菜園をやりたい人の勉強の場

にもなっている。

 問合せ　農業委員会事務局

 　　　　555-1111(内線663)

▲作業終了後のティータイムも楽しみ

　（中野農園・12 月）



ぎかいのトビラ（令和3.2.1） 4

審議した主な議案

議
案
審
議

■ 

第
７
回
臨
時
会
（
11
月
）
で
は
、
羽
村
市
選
挙
管
理
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙
を
行
い
、
当
選
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

■ 

第
８
回
臨
時
会
（
11
月
）
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
に

関
す
る
議
案
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

■ 

第
９
回
定
例
会
（
12
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
に
関
す
る
議
案
６
件
、
補
正
予
算
案
５
件
、
そ
の
他
の
議
案
１

件
、
合
わ
せ
て
12
件
す
べ
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
委
員
会
提
出
議
案
は
、
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
案
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

審
査
し
た
陳
情
３
件
は
、
１
件
が
採
択
、
１
件
が
不
採
択
、
１
件

が
趣
旨
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
長
提
出
議
案

■ 

「
羽
村
市
障
害
児
日
中
一
時
支
援

事
業　

青
い
鳥
」
を
終
了

羽
村
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

【
主
な
内
容
】　

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
等
に
よ
り
、

障
害
児
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
充
実

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
「
羽
村
市

障
害
児
日
中
一
時
支
援
事
業　

青
い

鳥
」
を
令
和
３
年
３
月
31

日
で
終
了
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

【
施
行
日
】　

令
和
３
年
４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　

原
案
可
決

質
疑

現
在
「
青
い
鳥
」
に
通
所
し
て
い
る

利
用
者
の
数
は
。
利
用
者
へ
の
対
応
は
。

　
　

幼
児
部
に
５
人
、
就
学
児
童
部
に

11

人
通
所
し
て
い
る
。
７
月
に
保
護
者

会
を
実
施
し
て
説
明
を
行
っ
た
。
今
後

は
、
個
別
に
相
談
を
受
け
て
対
応
し
て

い
く
。こ

れ
ま
で
「
青
い
鳥
」
に
従
事
し
て

い
た
職
員
は
ど
う
な
る
か
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託
事
業

で
あ
る
の
で
、
今
後
の
職
員
の
対
応
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
相
談
し
て
決
め
て

い
く
。

■ 

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

「
基
本
給
付
」
再
支
給
の
た
め
の

経
費
を
計
上

令
和
２
年
度
羽
村
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

【
主
な
内
容
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
大
き
な

困
難
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
を
再

支
給
す
る
た
め
に
歳
入
歳
出
と
も
に
３

７
８
８
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　

原
案
可
決

質
疑

支
給
は
い
つ
に
な
る
か
。

　
　

１
回
目
の
基
本
給
付
の
支
給
を
受

け
て
い
る
方
、
ま
た
は
12

月
11

日
ま
で

に
申
請
を
し
て
い
る
方
は
、
12

月
24

日

を
予
定
し
て
い
る
。
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■ 
国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議
の
推

進
と
広
く
国
民
的
議
論
の
喚
起

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
陳
情
書

（
要
旨
）
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
憲
法

審
査
会
で
の
審
議
の
推
進
と
、
国
民
的

な
議
論
を
喚
起
す
べ
く
、
広
く
周
知
を

図
る
よ
う
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

【
議
決
結
果
】　

採
択

討
論

不
採
択
　

今
、
人
々
が
望
む
の
は
、コ

ロ
ナ
対
策
や
災
害
対
策
、
社
会
保
障
の

充
実
に
対
す
る
議
論
で
あ
り
、
改
憲
の

た
め
の
憲
法
審
査
会
の
議
論
で
は
な
い
。

 

（
日
本
共
産
党
）

採
択
　

日
本
国
憲
法
は
70

数
年
間　

改
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
国
内
外
の

環
境
に
合
わ
せ
て
見
直
す
必
要
が
あ
り
、

憲
法
審
査
会
に
お
い
て
の
実
質
的
な
審

議
が
必
要
と
考
え
る
。 

（
新
政
会
）

不
採
択
　

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
全
力
を
あ
げ
る
べ
き
。
憲
法
改

正
の
論
議
や
審
議
に
緊
急
性
が
あ
る
と

は
い
え
な
い
。
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
　
　
　
　

憲
法
改
正
論
は
立
憲
主
義

に
反
し
て
い
る
。
直
面
す
る
諸
課
題
は

法
律
で
解
決
す
べ
き
。
世
論
調
査
か
ら
み

て
も
改
憲
論
は
少
数
で
あ
る
。
（
世
論
）

■ 

羽
村
市
議
会
議
場
に
国
旗
及
び

羽
村
市
旗
の
掲
揚
を
求
め
る
陳

情
書

（
要
旨
）
市
議
会
議
場
に
国
旗
及
び
羽

村
市
旗
の
掲
揚
を
求
め
る
。

【
議
決
結
果
】　

趣
旨
採
択

討
論

趣
旨
採
択 
　

陳
情
の
趣
旨
は
理
解
で

き
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
本
陳
情

が
市
民
に
と
っ
て
早
急
に
対
応
す
べ
き

案
件
と
は
判
断
で
き
な
い
。 
（
公
明
党
）

趣
旨
採
択 
　

過
去
に
議
会
改
革
推
進

委
員
会
で
、
掲
揚
し
な
い
と
結
論
が
出

て
い
る
。
陳
情
の
内
容
に
は
反
対
だ
が
、

市
民
の
発
言
の
自
由
は
認
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
趣
旨
採
択
。（
世
論
）

趣
旨
採
択 
　

本
陳
情
に
対
す
る
市
民

か
ら
反
対
の
要
望
も
あ
り
、
反
対
を
押

し
切
っ
て
ま
で
や
る
べ
き
で
は
な
い
。

議
会
改
革
推
進
委
員
会
で
改
め
て
検
討

し
て
も
よ
い
の
で
は
。 

（
日
本
共
産
党
）

※内容は要約しています。詳細はインターネット録画中継　（12月８日・15日・18日分）でご覧いただけます。

不
採
択

委
員
会
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

国
会
に
お
け
る
憲
法
論
議
の
推

進
と
広
く
国
民
的
議
論
の
喚
起

を
求
め
る
意
見
書

　

国
会
及
び
政
府
に
対
し
て
、
日
本

国
憲
法
に
つ
い
て
の
活
発
か
つ
広
範

な
議
論
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国

民
的
な
議
論
を
喚
起
す
べ
く
、
広
く

周
知
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

法
務
大
臣

　 請願・陳情の願意について

は十分理解できるが、財政事情等から、

当分の間は願意を実現することが困難

な場合などに、「趣旨には賛成である」

という意味の議決をすること。

趣旨採択とは・・・

議
員
提
出
議
案

■
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た

　

速
や
か
に
少
人
数
学
級
を
実
現
で

き
る
よ
う
環
境
整
備
を
含
め
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣

　

自
治
体
病
院
の
経
営
悪
化
に
対
し
、

継
続
的
に
特
段
の
財
源
措
置
を
講
じ

る
よ
う
強
く
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房

長
官
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
東
京
都
知
事

　

不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
の
拡
大

を
求
め
る
。

【
提
出
先
】　

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣

自
治
体
病
院
の
経
営
悪
化
に
対

す
る
継
続
的
な
支
援
を
求
め
る

意
見
書

不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
の
拡

大
を
求
め
る
意
見
書

小
中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学

級
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

陳　

情
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＜第8回臨時会（11月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

期末・勤勉手当の年間支給月数を 4.65 月から 4.55 月（再任用職員は 2.45 月から 2.4 月）に引き下げ、6月

及び 12月に支給する期末手当 1.3 月を 1.25 月（再任用職員は 0.725 月を 0.7 月）とする改定を行うため、

条例の一部を改正する。 原案可決

羽村市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例

常勤職員（再任用職員を除く）に準じて期末手当の支給月数を改定するため、支給月数を定めているものを「職

員の給与に関する条例」を準用するよう改めるため、条例の一部を改正する。

■市長提出議案の議決結果

議 案 の 議 決 結 果

＜第9回定例会（12月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

羽村市都市計画税条例の一部を改正する条例

都市計画税の税率の特例措置が令和 2年度をもって終了することに伴い、引き続き令和 3年度の特例措置を設

けるため、条例の一部を改正する。

原案可決

羽村市福祉センター条例の一部を改正する条例

Ｐ４参照

羽村市介護保険条例及び羽村市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、地方税にかかる延滞金を規定する用語が見直されたことに準じ

て、介護保険料及び後期高齢者医療保険料の延滞金の割合にかかる用語の見直しをするため、関係する条例の一

部を改正する。

羽村市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

地方税法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、国民健康保険税の軽減制定において不利益が生じないよう

条例の一部を改正する。

羽村市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

市が管理している道路の占用料に関し、受益者負担の適正化を図るため、条例の一部を改正する。

羽村市特定公共物管理条例の一部を改正する条例

市が管理している水路の占用料に関し、受益者負担の適正化を図るため、条例の一部を改正する。

令和２年度羽村市一般会計補正予算（第８号）

歳入歳出それぞれ 2億 2,750 万円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 296億 3,530 万円とする。

令和２年度羽村市一般会計補正予算（第９号）

Ｐ４参照

令和２年度羽村市国民健康保険事業会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ 168万 6千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 60億 8,679 万 7千円とする。

令和２年度羽村市後期高齢者医療会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ 110万円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 13億 2,134 万円とする。

令和２年度羽村市介護保険事業会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ 37万 2千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 39億 5,836 万 7千円とする。

市道路線の廃止について

一般交通の用に供されておらず、現地においても道路機能を有していない市道路線を財産処理に伴い廃止する。

羽村市大字五ノ神字武蔵野 361番地 2先から 361番地 1先の路線「市道第 2135号線」
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■第７回臨時会（11月）に行った羽村市選挙管理委員および補充員の選挙結果（当選人）

羽村市選挙管理委員 羽村市選挙管理委員補充員

堀口　勝 小林美由 鈴木多美子 宮澤正弘 中野　修 雨倉千恵子 雨倉みよ子 阿部義幸

※指名推選によることを可決し、議長指名により当選人を可決しました。

■議員提出議案の議決結果

件名 議決結果

小中学校における少人数学級の実現を求める意見書

原案可決自治体病院の経営悪化に対する継続的な支援を求める意見書

不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書

◆ 会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、議会活動を行う上での基礎となります。

大
おお

塚
つか

あかね

馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

水
みず

野
の

　義
よし

裕
ひろ

中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

西
にし

川
かわ

美
み

佐
さ

保
ほ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お

秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

印
いん

南
なみ

　修
しゅう

太
た

冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

橋
はし

本
もと

　弘
ひろ

山
たか

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

梶
かじ

　　正
まさ

明
あき

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

 

公 明 党 新 政 会 世　論

新しい風

日本共産党 市民ネットワーク

つながる力

令和かがやき

■陳情の審議結果

件名
審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果

令 公 新 共 ネ 世 力 風

（4）（4）（4）（2）（1）（1）（1）（1）

国会における憲法論議の推進と広く国
民的議論の喚起を求める意見書提出に
関する陳情書

総務
委員会

〇 〇 〇 × × × 〇 〇 採択

陳情「誤り発言は　会議にて訂正を」
議会運営
委員会

× × × × × × × × 不採択

羽村市議会議場に国旗及び羽村市旗の
掲揚を求める陳情書

□ □ □ □ □ □ □ □ 趣旨採択

■委員会提出議案の議決結果

件名
提出した
委員会

会派名（数字は人数）

議決結果令 公 新 共 ネ 世 力 風

（4）（4）（4）（2）（1）（1）（1）（1）

国会における憲法論議の推進と広く国
民的議論の喚起を求める意見書

総務
委員会

〇 〇 〇 × × × 〇 〇 原案可決

■各 会 派 の 賛 否■ 議案／ 〇…賛成　　×…反対  

 陳情／ 〇…採択　　×…不採択　　□…趣旨採択　　　

■会 派 名■ 令…令和かがやき　　　　公…公明党　　　新…新政会　　　　共…日本共産党

 ネ…市民ネットワーク　　世…世論　　　　力…つながる力　　風…新しい風

凡　

例


